
デマンドコントロールシステム

DEMAND CONTROL SYSTEM 
~最大デマンド(最大需要電力)管理のサポート~

最大デマンドを抑制することで、電気の基本料金の低減につながります
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愚大デマンドとは、お客さまがと使用された電力を30分毎に計量し、そのうち月間で最も大きい値のことを

いいます。この値は、同時にと使用になる電気機器が多いほど、大きくなります。

契約電力500kW未満のお客さまは、当月を含む過去1年間の最大デマンドが契約電力と芯ります。した

がって、最大デマンドが大きくなると契約電力も大きくなります。電気の基本料金は、契約電力に基づいて

算定しますので、鼠大デマンドの抑制が基本料金の低減につながります。

一←ー契約電力

平成24年7月の契約電力
当月を含む過去1年間(平成23年

日月~平成24年7月)で鼠も大きい
デマンド(平成23年B月)が契約

電力となります。
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デマンドコントロールシステ佳Ib

お客さま自らがデマンドの目標値を設定し電気俄器を管理することで、最大デマンドが大きくなることを抑制し

契約電力の減少を図るシステムです。 必?しb如mを保直するもので弘あ0"'ぜん.

目標値
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契約電力
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目標値を超えない

ように電気健器の

制御lを継続すること

で契約電力が減少
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デマンドコントロールシステムが電気の使用状況を監視しデマンド値を記録・管理します。システムの

制御には手動と自動の2つのタイプがあります。

システム概要
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自動的に笥気機器を制御するシステム。電気機器

に優先順位を設け、あらかじめ設定した目標値を

超えないよう、優先順位に従ってお報などでお知う

せした後に自動的に電気機器を制御します。

あらかじめ設定した目標値を超えそうな場合、溢報

などでお知らせするシステム1電気機器(空調照明

はど)の制御は手動でお客さま自ら行います。

事お311らtt1&.?目見後器白雫jilOを行わ依い場合優スデマンドの抑制1;でき"也ん.
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電力-システム構成例
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空調空 調照明照明

デマンドを予測するためには、その基となる計量信号(1¥ルス)が必要です

デマンドコントロールシステムの導入を決定されましたら、東京f12力にお申し込みください。111力

発信する針畳信号を無償でご提供いたします。

計から

ご質問忽どにつきましては下記へお願いします。 I

高圧のお客さま専用お問い合わせダイヤル TEL.0120・926・488(通話料無料)
[月曜日~金曜日(休・祝日を除く) 9 : 00 ~17:00l 

のお~II S 世(倹針葉)お問い合わせの際に同誠にお手主主ですがお手もとにお容さま治匂在ごffFJください。お客さま番号は「日気ご使用
や領収a[~事。うご確認いた疋けま90

0・、お問い合わ世の際に1<1:.電信話号をお間違えの芯いようご注意ください.

2011年5円 都調勿内Ut本来の巨鈎U併に使悶，ること守自社のれ可q<してtJ!w.h，・..ることを.じ!"'t.
州内igl:sI1c詑何回 。 20' ・ The lol\y~ε旬即応"'"叩 C"""明。 附c ，均嗣凶 N， J~刷、何東京電力株五会社



夏期の節電手法のご紹介

空調(冷房)や!照明設備などのご使用を可能な限り控えていただくことや、お容さまの

操業形態(使用機器の稼働時間)の調整など、さまざまな手法を効果的に組み合わ

せていただき、夏期の節電にご協力くださいますようよろしくお願いいたします。

以下に、具体的な節電の手法をご紹介させていただきます。

1.用途別(機器別)の節電手法

ピル・工場なとやにおける使用機総は、①空前(冷房など)、②照明ーコンセント、③その他の使JFJ機俗、

の3つに分けられ、それらの機器特性に応じた節屯を実施することが効果的です。

-室内温度を原則28'Cに設定

-不使用エリアや共用部などの空調停止

.日射防止による空諮負荷の低減

(ブラインド・カーテンの使用 など)

-外気取入量の適正化による空調負荷・

動力の低減

-エアコン室外機への日射防止などによる

効率向上

-熱交換器やフィルターの清掃

空間

-不使用エリアや共用部の間引き・消灯

・昼光利用による照明の間引き・消灯

-省エネ型蛍光灯やLED照明などへの
切り替え

-長時間の離席時にはOA機器の電源を切る

.給茶器・温水便座などのプラク、を抜く

-未使用機器のプラクを抜く

照明・

コンセント

その他

-デマンドコントロールシステムの導入 ・待機状態設備の停止

-冷蔵・冷凍ショーケースの設定温度変更 ・加熱炉・加熱装置の放熱防止

-エレベーターやエスカレーターの一部運転停止 ・コンプレツサーの供給圧力低減

・適切な機器メンテナンスの実施 など

東京電力株式会社



2.操業調整などによる節電手法

① 使用機器の一部停止・夜間などへの稼働シフト

お客さまの操業形態(使用機器の稼働H寺山)を調撃することによって、電力負荷を低減します。

(例)使川する機器の一部特止、氾力負荷の少ない夜IfUへの縁働H幸!日jシフトなど
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使用機器の一部停止 夜間などへの稼働シフト

② 自家発電設備の使用 [イメージ]

お客さまが保有している(休止中の)自家発

電設備を稼働させることによって、系統mカ
からの受fGを抑制します。

その場合、お客さまの操業形態や使川する

燃料の官Ili絡などに応じた適切な運転パター

ンを選択することが重要です。

〈運転パ合一ン〉

。

ピークカット運転 電力負荷が高くなる時間帯のみに発電

ベースロード運転 定格に近い状態で長時開発電

~~休止中の自家発電設備を棟働させる際は、関連する法令や各自治体の条例

などに準悔する必要がありますB
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自家発電設備の運転パターン
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{このお知らせについてのお問い合わせは〉

高圧のお客さま専用お問い合わせタイヤル

0120・926・488<逸話料無料):月陥日寸暇自体 祝日を除く)9:00-17:00: 
お問い合わせの酷には闘にお手散ですが、お手もとにお容さま番号をご用窓ください.

お客さま番号は 11¥，託ご使用量のお知らせ{楠針璃}や摘収Eなどからご慌偲いただけま-f.

お問い合わせの聞には、電話番号をお間通えのないようご謹置ください.
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